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校
訓
「
質
実
剛
健
（
文
武
両
道
）」
を
真
髄
に
幾
星
霜
、
我
が

岩
手
県
立
盛
岡
工
業
高
等
学
校
は
、
激
動
の
明
治
、
大
正
、
昭
和
、

そ
し
て
自
然
界
に
お
け
る
異
常
災
害
が
頻
発
し
た
平
成
と
、
本
年

こ
こ
に
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
で
き
ま
し
た
こ
と
に
、
実
行
委
員
長
と
し
て
校
長
先
生
を
初
め

と
す
る
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
関
係
し
た
同
窓
会
の
各
位
に
深

甚
な
る
謝
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
な
に
よ
り
も
式
典
壇
上
か

ら
接
し
た
８
０
０
余
名
に
及
ぶ
、
在
校
生
諸
君
の
凛
と
し
た
表
情

に
、
盛
工
の
明
日
を
担
う
真
の
姿
を
見
た
思
い
で
し
た
。

　

い
ま
、
時
代
は
平
成
か
ら
大
い
な
る
躍
進
、
平
和
が
期
待
さ
れ

る
新
日
本
の
黎
明
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
も
本
校

に
お
い
て
は
創
立
１
０
０
周
年
以
降
、「
軌
跡
を
た
ど
り
、
つ
な
げ

未
来
へ
の
匠
み
の
道
を
」
を
標
題
に
数
々
の
記
念
事
業
を
展
開
し
、

学
び
舎
の
更
な
る
環
境
整
備
の
充
実
が
進
め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、本
校
が
躍
進
の
歴
史
を
年
輪
と
し
て
刻
み
、

大
樹
と
し
て
育
っ
た
証
し
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

盛
工
生
に
は
、
こ
の
歴
史
と
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
大
い
に
学

業
に
励
み
、
部
活
動
に
お
い
て
も
文
武
両
道
の
精
神
の
も
と
、
必

勝
の
意
気
込
み
を
も
っ
て
活
躍
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
こ

と
が
自
己
の
向
上
、
ひ
い
て
は
盛
工
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
私
達

Ｏ
Ｂ
の
心
身
を
昂
ぶ
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
健
全
な
同

窓
会
の
発
展
は
、
そ
れ
を
支
え
る
各
人
が
時
代
に
相
応
し
た
感
覚

を
持
つ
こ
と
、
変
わ
ら
ぬ
母
校
愛
を
心
に
持
つ
こ
と
に
尽
き
る
と

思
い
ま
す
。

　

盛
岡
工
業
高
等
学
校
創
立
１
２
０
周
年
記
念
に
あ
た
り
、
本
校

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
し
、
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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本
年
度
は
、
母
校
の
１
２
０
周
年
の
年
に
あ
た

り
、
10
月
６
日
に
は
本
校
体
育
館
に
於
き
ま
し
て

記
念
式
典
、
記
念
講
演
、
そ
の
後
、
盛
岡
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
県
内
外
か
ら
２
２
０
人
余
の
方
々

の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
盛
大
に
祝
賀
会
が
開
催
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
29
年
12
月
に

ス
ケ
ー
ト
競
技
を
岩
手
県
営
ス
ケ
ー
ト
場
で
、
平

成
30
年
６
月
に
は
、
野
球
部
が
雫
石
総
合
運
動
公

園
野
球
場
に
於
き
ま
し
て
奈
良
県
の
智
弁
学
園
と

対
戦
、
同
６
月
に
は
ラ
グ
ビ
ー
部
が
福
岡
県
東
海

大
学
附
属
福
岡
高
校
と
対
戦
し
、
記
念
事
業
に
花

を
添
え
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
は
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

の
釜
石
開
催
、
２
年
後
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
関
心
が
こ
れ
か
ら
も
高
ま
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
こ
の
機
運
の
中
で
、
本
校
１
２
０
周
年
を

契
機
と
し
て
運
動
部
の
ラ
グ
ビ
ー
、野
球
、ス
ケ
ー

ト
、
レ
ス
リ
ン
グ
等
の
活
躍
、
ま
た
文
化
部
も
、

応
援
団
、
吹
奏
楽
部
、
自
動
車
部
等
が
活
躍
し
て

い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、
母
校
の
生
徒
は
、
教
職
員
の
方
々
の
ご

指
導
を
頂
き
日
々
研
鑽
を
積
み
、
よ
り
一
層
の
競

技
力
向
上
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
日
頃

の
弛
ま
ぬ
努
力
は
、
必
ず
良
い
結
果
が
出
る
も
の

と
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

運
動
部
、
文
化
部
等
の
活
躍
に
よ
り
、
盛
岡
工

業
高
校
の
名
声
を
全
国
に
発
信
し
、
母
校
の
更
な

る
発
展
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
と
共

に
、皆
様
に
は
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
と
、

尚
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

吉
田
同
窓
会
長
様
を
は
じ
め
、
本
校
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
校
は
今
年
度
、
創
立
百
二
十
周
年
を
迎
え
、

創
立
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
記
念
事
業
の
全
て
を

お
陰
様
で
成
功
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
、
本
校
同
窓
会
役
員
の
皆
様
を

中
心
に
組
織
さ
れ
た
「
記
念
事
業
実
行
委
員
会
」

の
お
働
き
と
同
窓
会
皆
様
の
ご
支
援
に
依
る
も
の

と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

創
立
記
念
事
業
と
し
て
、
今
年
度
は
硬
式
野
球

部
と
ラ
グ
ビ
ー
部
の
招
待
試
合
を
六
月
に
実
施
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、①
ホ
イ
ー
ル
ロ
ー

ダ
、
②
学
校
案
内
看
板
、
③
部
活
動
成
績
プ
レ
ー

ト
、
④
校
門
銘
板(
上
田
校
舎
時
代)

説
明
プ
レ
ー

ト
、
⑤
優
勝
旗
ケ
ー
ス
の
購
入
・
設
置
と
、
教
育

環
境
の
整
備
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
生
徒
達
は
あ
ら
ゆ
る
学
校
行
事
や
集

会
を
通
し
て
、
本
校
の
百
二
十
年
の
歴
史
の
重
み

や
伝
統
に
つ
い
て
学
び
、
全
校
生
徒
が
一
致
団
結

し
て
大
き
く
成
長
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
盛
工
生

で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
自
覚
し
、
い
ろ
い
ろ
な
面

で
自
信
と
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
世
界
は
か
つ
て
な
い
社
会
構
造
の
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
、
我
が
国
も
時
代
が
平
成
か
ら

新
し
い
時
代
へ
と
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
で
、
社
会
の
変
化
を
踏
ま
え
た
新
し

い
学
校
教
育
（
工
業
教
育
）
の
あ
り
方
が
求
め
ら

れ
ま
す
が
、
た
と
え
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
、「
も

の
づ
く
り
」
に
対
す
る
基
本
的
な
想
い
を
大
切
に

し
、
豊
か
な
産
業
社
会
を
つ
く
る
担
い
手
を
育
て

て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

御 

挨 

拶

感
謝
と
御
礼
の
御
挨
拶

　
「
も
の
づ
く
り
」
教
育
の
中
で
重
要
な
こ
と
は
、

知
識
や
技
術
・
技
能
に
偏
る
こ
と
な
く
、
し
っ
か

り
と
物
事
の
善
悪
や
正
否
を
判
断
で
き
る
正
し
い

価
値
観
や
倫
理
観
を
も
ち
、
主
体
的
に
行
動
で
き

る
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
も
の
づ
く
り
」
教
育
の
原
点
を
見
失
う

こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
輝
か
し
い
歴
史
を
刻
み

続
け
、
明
る
い
未
来
の
創
造
に
大
き
く
寄
与
で
き

ま
す
よ
う
、
同
窓
会
の
皆
様
や
関
係
の
皆
様
と
の

絆
を
大
切
に
し
、
新
た
な
時
代
に
向
け
た
教
育
活

動
を
真
摯
に
実
践
し
て
参
り
た
い
と
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
母
校
へ
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
盛
工
同
窓
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の
ご
活
躍
・
ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
感
謝
と
御
礼
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

（
同
窓
会
事
業
）

H
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４
・
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平
成
30
年
度
入
学
式 

（
2
8
７
名
） 

４
・
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同
窓
会
・
体
育
後
援
会
会
計
監
査

（
盛
工
百
年
館
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４
・
21

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

７
・
７

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
） 
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・
１

同
窓
会
報
68
号
発
行

H
31

２
・
27

同
窓
会
入
会
式
（
記
念
品
贈
呈
）
定
時
制

２
・
28

同
窓
会
入
会
式
（
記
念
品
贈
呈
）
全
日
制

３
・
１

平
成
30
年
度
卒
業
式

（
体
育
後
援
会
事
業
）

H
30

４
・
21

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
役
員
会

（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

４
・
26

第
１
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
５
月
連
休
合
宿
、
遠
征
ほ
か
） 

６
・
26

全
国
大
会
出
場
選
手
激
励
会
・
激
励
金
配
分

７
・
７

同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
） 

７
・
20

第
２
回
体
育
後
援
会
費
強
化
費
配
分

（
夏
休
み
合
宿
、 

遠
征
ほ
か
） 

９
・
18

国
体
出
場
激
励
金
、
全
国
大
会
激
励
金
配
分

11
・
13

世
界
大
会
出
場
激
励
金
配
分

12
・　

全
国
大
会
激
励
金
配
分

H
31

１
・　

国
体
出
場
激
励
金
配
分

（
科
･
支
部
活
動
）

H
30

４
・
27

紫
工
会
（
学
校
同
窓
職
員
）
総
会

（
ホ
テ
ル
東
日
本
）
16
名
参
加

７
・
27

寿
広
支
部
総
会
（
寿
広
園
）

８
・
11

桐
友
会
（
普
通
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
） 

８
・
18

桜
化
会
（
工
業
化
学
科
）
総
会

（
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て
） 

９
・
１

機
友
会
（
機
械
科
）
総
会
（
ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
） 

９
・
８

Ｅ
友
会
（
電
気
科
）
総
会
（
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
） 

９
・
30

東
京
支
部
総
会
（
ホ
テ
ル
・
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
） 

10
・
20

仙
台
支
部
総
会
（
味
吉
祥
）

11
・
17

花
巻
支
部
総
会 

11
・
18

擬
宝
珠
会
（
土
木
科
）
総
会

（
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
） 

H
31

２
・　

盛
岡
市
役
所
支
部
総
会

３
・
２

二
日
会
（
建
築
科
）
総
会

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）



平
成
三
十
年
度
盛
工
同
窓
会
・
体
育
後
援
会
総
会

「
盛
工
同
窓
会　
会
員
名
簿
２
０
１
８
」販
売
の
お
知
ら
せ

次
期
総
会
の
お
知
ら
せ
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★同窓会費納入にご協力をお願いいたします★
　同封の振込用紙にて納入して下さい。

年間費 ― 3,000円（体育後援会費含む）

　

今
年
度
の
総
会
は
、
平
成
三
十
年
七
月
七
日

（
土
）、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館
に
お

い
て
八
十
七
名
の
出
席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
に
同
窓
会
長
よ
り
、
周
年
事
業
へ
の
協
力

の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
会
員
一
同
心
を
ひ
と
つ
に

し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
岩
井
澤
昭
一
氏
（
桐
友
会
Ｓ

34
年
卒
）
を
選
出
し
議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
九

年
度
事
業
報
告
で
は
、
総
会
を
は
じ
め
同
窓
会
入

会
式
、
部
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
の
補
助
事
業

や
体
育
後
援
会
事
業
と
し
て
の
強
化
・
激
励
に
関

す
る
件
、
そ
し
て
各
科
・
支
部
活
動
を
報
告
し
、

決
算
と
合
わ
せ
て
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に

予
算
（
案
）、
三
十
年
度
役
員
（
案
）
に
つ
い
て

審
議
を
い
た
だ
き
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
最
初
に
本
校
吹
奏
楽
部
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
応
援
歌
や
応
援
団
節
、
校
歌
な
ど

が
披
露
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
か
ら
も
す
ば
ら
し

い
演
奏
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
と
好
評
で
し

た
。
そ
し
て
、
春
・
秋
の
褒
章
・
叙
勲
の
表
彰
を

受
け
ら
れ
た
同
窓
生
六
名
の
う
ち
今
回
参
加
頂
い

た
大
和
恒
哉
様(

土
木
科
Ｓ
41
年
卒)

、
田
村
格
様

(

機
械
科
Ｓ
41
年
卒)

、
の
二
名
に
会
長
よ
り
記
念

品
を
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
白
根
敬
介

体
育
後
援
会
長
よ
り
乾
杯
の
ご
発
声
を
い
た
だ
い

て
会
が
始
ま
り
、
今
回
出
席
い
た
だ
い
た
全
・
定

運
動
部
顧
問
か
ら
、
今
年
度
の
抱
負
な
ど
を
述
べ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

和
や
か
で
楽
し
い
懇
談
会
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
盛
会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

事
務
局
長　

佐
々
木　

大
祐

栄えある受章おめでとうございます栄えある受章おめでとうございます

2019年度

盛工同窓会・体育後援会総会
期　日：2019年７月６日（土）
と　き：午後６時より
ところ：ホテルメトロポリタン盛岡・本館

毎年７月第一土曜日に開催是非ご参加下さい

瑞
宝
単
光
章

第
29
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章

警
察
功
労（
元 

岩
手
県
警
部
）

　

阿
部　

敏
彦
氏

　

 

（
普
通
科
昭
和
40
年
卒
）

瑞
宝
単
光
章

第
29
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章

消
防
功
労

（
元 

岩
手
県
盛
岡
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
司
令
）

　

藤
原　

正
男
氏

　
 

（
工
業
化
学
科
昭
和
43
年
卒
）

平
成
29
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

教
育
功
労（
元 
公
立
高
校
長
）

　

久
慈　

和
男
氏

　

 

（
機
械
科
昭
和
40
年
卒
）

瑞
宝
双
光
章

国
土
交
通
行
政
事
務
功
労

（
元 

東
北
地
方
整
備
局
三
陸
国

道
事
務
所
長
）

　

大
和　

恒
哉
氏

　

 

（
土
木
科 

昭
和
41
年
卒
）

平
成
30
年
春
の
褒
章

黄
綬
褒
章

業
務
精
功（
建
築
設
計
監
理
業
）

（
現 

㈲
佐
々
木
章
設
計
事
務
所

代
表
取
締
役
）

　

佐
々
木　

章
氏

　

 

（
建
築
科 

昭
和
40
年
卒
）

黄
綬
褒
章

業
務
精
功

（
行
政
書
士
業
）

（
現 

行
政
書
士
）

　

田
村　
　

格
氏

　

 

（
機
械
科 

昭
和
44
年
卒
）

【
期
日
】　

平
成
30
年
７
月
７
日
（
土
）

【
場
所
】　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
本
館

　

こ
の
た
び
母
校
創
立
１
２
０
周
年
を
記
念
い
た
し
ま
し
て
、

「
盛
工
同
窓
会　

会
員
名
簿
２
０
１
８
」
が
、
２
０
１
９
年
２
月

末
に
完
成
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
発
刊
に
む
け
て
会
員
の

皆
様
に
は
数
回
に
わ
た
り
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。
改
め

て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
会
員

名
簿
販
売
払
込
取
扱
票
」
に
て
受
付
・

お
支
払
い
、
１
冊
４
，
０
０
０
円
（
税

込
・
送
料
込
）
で
、
お
一
人
様
１
冊
限

定
販
売
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
限

定
５
０
０
冊
、
完
全
予
約
販
売
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
の
購
入
申
込
を
お

勧
め
致
し
ま
す
。
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東
海
大
福
岡
高
校
戦
を
振
り
返
っ
て

　
　
　

主
将　

舘　
　

春
杜

 

（
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
３
年
）

　

今
年
度
、創
立
１
２
０
周
年
と
い
う
こ
と
で
、

ラ
グ
ビ
ー
の
強
豪
県
の
一
つ
、
福
岡
県
か
ら
東

海
大
学
付
属
福
岡
高
等
学
校
を
お
招
き
し
、
６

月
23
日
に
招
待
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
招
待
試
合
は
、
自
分
た
ち
が
一
つ
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
い
た
試
合
で
も
あ
り
、
全

国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
チ
ー
ム
と
試
合
が
で
き
る

大
変
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
試
合

に
は
敗
れ
て
し
ま
し
た
が
、
こ
の
試
合
を
通
じ

て
自
分
た
ち
の
通
用
す
る
プ
レ
ー
と
し
な
い
プ

レ
ー
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
分
た
ち
の
強
み
は
更
に
伸
ば
し
、
弱
点

は
チ
ー
ム
全
体
で
考
え
て
克
服
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
試
合
を
通
じ
て
自
分
た
ち
が
成
長
で
き

た
事
は
チ
ー
ム
に
と
っ
て
も
大
き
な
財
産
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

招
待
試
合
終
了
後
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で

は
、
東
海
大
福
岡
高
校
の
選
手
と
交
流
し
、
ラ

グ
ビ
ー
や
学
校
の
話
な
ど
沢
山
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
グ
ラ
ン
ド
内
だ
け
で
な
く
グ
ラ
ン
ド

外
で
も
す
ぐ
に
仲
間
に
な
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東

海
大
福
岡
の
笠
松
監
督
は
本
校
の
卒
業
生
と
い

う
こ
と
で
、
同
級
生
だ
っ
た
Ｏ
Ｂ
か
ら
差
し
入

れ
を
い
た
だ
く
な
ど
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
で
き
た
招
待
試
合

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
11
日
か
ら
行
わ
れ
た
花
園
予
選
で
は
準

決
勝
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
招
待
試
合

で
の
経
験
を
生
か
し
、
今
ま
で
チ
ー
ム
で
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
１
．
２
年
生
に
は
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ

と
や
経
験
し
た
こ
と
を
活
か
し
て
、
新
人
戦
で

の
優
勝
目
指
し
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い
た

だ
い
た
盛
工
同
窓
会
を
始
め
、
対
戦
相
手
の
東

海
大
福
岡
高
校
、
盛
工
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
や

応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
全
校
生
徒
な
ど
す

べ
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

智
辯
学
園
戦
を
振
り
返
っ
て

　
　
　

投
手　

田
屋　

裕
人
（
土
木
科
３
年
）

　

１
２
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
甲
子
園
常

連
校
で
あ
り
一
昨
年
の
セ
ン
バ
ツ
優
勝
校
で
あ

る
智
辯
学
園
と
試
合
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
対
戦
が
決
ま
っ
た
当
初
は
、
対
等
に

戦
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
大
差
が
つ
い
て
し

ま
う
の
で
は
、
と
い
う
不
安
を
持
つ
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
反
面
、「
甲
子
園
に
出
ず

と
も
試
合
が
で
き
る
」
と
、
戦
う
こ
と
が
楽
し

み
に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
対
戦
し
て
み
て
、
勝
ち
た
か
っ
た
と

い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
甲
子
園
出
場
校
の

実
力
、
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
す
る
試
合
で
し

た
。
私
は
先
発
投
手
と
し
て
細
心
の
投
球
を
心

が
け
ま
し
た
が
、
４
回
表
の
智
辯
打
線
は
チ
ャ

ン
ス
を
逃
さ
ず
た
た
み
か
け
る
攻
撃
の
迫
力
に

防
戦
す
る
一
方
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
強
豪
と
の
試
合
を
「
楽
し
む
」
こ
と
も

で
き
ま
し
た
の
で
、
本
当
に
良
い
経
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
校
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

智
辯
学
園
の
よ
う
な
投
手
力
、
打
力
の
揃
っ

た
チ
ー
ム
は
県
内
に
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
と
対
戦
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
智
辯
学
園
と
の
差
や
自
分
た
ち
が
岩
手
県

大
会
を
勝
ち
抜
く
た
め
に
何
が
足
り
な
い
の
か

ま
た
伸
ば
し
て
い
け
ば
い
い
の
か
な
ど
、
貴
重

な
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
岩
手
を
制
覇
で
き
る
よ
う
に
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
１
２
０
周
年
記
念
招
待
試
合
と
い

う
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ご
支
援

を
い
た
だ
い
た
盛
岡
工
業
高
校
同
窓
会
の
皆
様

に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

創立120周年記念 招待試合 ▲６月16日（土）▼６月23日（土）
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　創立１２０周年記念のシンボルマークの案を校
内から募集するというので、どのようなシンボル
マークにしようかと考えた時に、盛岡工業らしくて

かっこいい感じのデザインにしたいと思いました。
　また、ぱっと見でわかりやすいデザインにしたかったので、文字
を基本としたデザインを考えました。
　そこで、身近な道具で工業高校ならではの「定規」、「コンパス」、
「ドライバー」、「スパナ」の４つを使って、盛工の「Ｍ」を表現し
ました。ＭＯＲＩＫＯの字はスクールカラーの紫色にして、「１２０」
の字は目立つように赤色にしました。デザインを考えていて、とて
も楽しい気持ちになりました。
　自分の考えたシンボルマークが選ばれて、色々なものに使われて
いるのを目にして、とても光栄で嬉しかったです。忘れられない思
い出になりました。

― シンボルマーク
 制作への思い ―

建築・デザイン科２年　吉田明日香

創立120周年 記念講演会
―
―
 

平
成
30
年
10
月
６
日（
土
）本
校
体
育
館 ―

―

「創立120周年に、岩手の大地から羽ばたく諸君へ」

岩手県東日本大震災津波復興委員会・総合企画専門委員会
委員長
岩手県の火山活動に関する検討会座長

 岩手大学名誉教授　齋藤 徳美 氏

〈演 題〉



出所「岩手日報　2016.10.1付特報」

国体重量挙げ 内村ジャーク優勝
（ME科 平成21年卒　内村　湧嬉）

　第　68　号　 平成30年12月1日　(6)　

創立120周年記念 祝賀会10月20･21日（土・日）

10月６日（土）
盛岡グランドホテル

出所「岩手日報　2016.10.11付」

国体レスリング成年男子
第３位

（Ch科 平成20年卒　横澤　徹）

出所「岩手日報　2016.10.9付」

国体レスリング成年男子
第３位

（C科 平成15年卒　伊藤　拓也）

出所「岩手日報　2017.8.7付」

インターハイ重量挙げ
第３位

（C科 平成30年卒　千葉　元太）

全国で活躍する盛工生！
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同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
ご
協
力
を
頂
き
、
事
務
局
一

同
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
創
立
百
二
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
創
立
記

念
事
業
に
お
い
て
、
会
員
の
皆
様

か
ら
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
十
年
ぶ
り
に
同
窓

会
名
簿
を
更
新
い
た
し
ま
す
。
発

刊
に
向
け
て
同
窓
生
に
は
数
回
に

わ
た
り
情
報
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し

た
。
お
か
げ
さ
ま
で
発
刊
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
改
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

各
方
面
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
同
窓
会
報
が
皆
様

の
思
い
出
を
掘
り
起
こ
す
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
嬉
し
い
こ
と
こ
の
上

あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
同
窓
生

の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
30
年
度
盛
工
同
窓
会
事
務
局

事
務
局
長　
　
　
　

佐
々
木
大
祐

事
務
局
次
長　
　
　

新
里　

善
徳

体
育
後
援
会
理
事
長 

角　
　

清
一

事
務
局

　
　

小
野
寺　

稔　

中
井　

忠
則

　
　

浅
沼　

孝
夫　

澤
瀨　
　

修

　
　

藤
澤　

秀
明　

佐
々
木
和
広

　
　

小
原　

義
巧　

吉
田　

大
地

　
　

丹
野　

天
士　

稲
生　

太
貴

　
　

澤
屋
敷　

諒　

舘
澤　

文
枝

創立120周年記念 盛工祭 10月20･21日（土・日）

出所「岩手日報　2017.8.7付」

インターハイ重量挙げ
第３位

（C科 平成30年卒　千葉　元太）出所「岩手日報　2018.1.30付電子号外」

国体スケート　熊谷連覇
（EI科３年　熊谷　萌）

出所「岩手日報　2017.1.29付特報」

スケート　熊谷国体優勝
（EI科３年　熊谷　萌）

事
務
局
よ
り



　第　68　号　 平成30年12月1日　(8)　

試
験
３
級
の
機
械
加
工
（
普
通
旋
盤
作
業
）
と

機
械
保
全
（
機
械
系
保
全
）
に
希
望
者
を
対
象

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
昨
年
度
の
合
格
者

は
、
機
械
加
工
が
33
名
、
機
械
保
全
を
16
名
が

取
得
し
、
共
に
合
格
率
は
80
％
を
超
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
指
導
を
継
続
し
、
取
得
者
数
の
増

加
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
機
械
科
の
進
路
状
況
に
つ
い
て
で
す

が
、例
年
６
〜
７
割
が
就
職
希
望
者
で
し
た
が
、

近
年
、進
学
希
望
者
も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

就
職
で
は
、
こ
こ
数
年
求
人
状
況
が
上
向
い
て

来
て
お
り
、
県
外
の
企
業
に
就
職
す
る
生
徒
が

多
く
い
ま
し
た
。
進
学
者
で
は
、
大
学
進
学
者

が
例
年
よ
り
多
く
、
Ａ
Ｏ
入
試
に
よ
り
国
立
大

学
に
進
学
し
た
り
、
部
活
動
の
推
薦
で
進
学
し

た
生
徒
も
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
整
備

士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
専
門
校
へ
進
学
す
る

生
徒
が
毎
年
２
〜
４
名
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
校
１
２
０
年
の
歴
史
と
共

に
歩
ん
で
き
た
機
械
科
と
し
て
、
産
業
界
に
貢

献
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
と
も
各
方
面
の
方
々

よ
り
ご
指
導
、
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

だ
よ
り 

 

機
械
科

　

機
械
科
は
、
本
校
が
設
立
さ
れ
た
当
初
か
ら

続
い
て
い
る
学
科
で
、
明
治
三
十
一
年
の
設
立

時
は
、
金
工
科
と
い
う
学
科
名
で
発
足
し
、
明

治
三
十
七
年
に
機
械
科
に
改
名
さ
れ
、
工
業
科

の
基
幹
学
科
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
本

校
の
歴
史
と
共
に
百
二
十
年
を
歩
み
続
け
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
科
の
卒
業
生
は
平
成

二
十
九
年
度
末
現
在
で
5
，1
8
8
名
に
達
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
校
の
歴
史
を
表
す
貴
重
な
財
産
と
し
て
設

立
当
初
よ
り
所
蔵
さ
れ
て
き
た
「
菊
花
御
紋
章

附
平
削
盤
」
が
あ
り
ま
す
。
本
校
の
歴
史
を
象

徴
す
る
工
作
機
械
で
、
現
在
も
愛
知
県
犬
山
市

の
「
博
物
館
明
治
村
」
に
本
校
所
有
の
工
作
機

械
と
し
て
貸
し
出
し
て
お
り
、
平
成
十
三
年
に

国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
六
年
八
月
七
日
に
日
本
機
械
学

会
よ
り
機
械
遺
産
第
67
号
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。
名
称
は
、「
国
産
機
械
門
型
平
削
り
盤

―
工
部
省
赤
羽
工
作
分
局
製
―
」
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
の
機
械
科
の
様
子
で
す
が
、
生
徒
数
は

１
年
生
40
名
、
２
年
生
40
名
（
女
子
３
名
）、

３
年
生
39
名
で
合
計
１
１
９
名
の
生
徒
が
在
籍

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
若
干
名
の
女
子
が

入
学
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
機
械
科

で
は
将
来
の
進
路
を
ふ
ま
え
、
在
学
中
の
資
格

所
得
を
奨
励
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
技
能
検
定

定
時
制
の
近
況  

 　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
定
時
制
教

育
の
振
興
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
定
時
制
の
存
続

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓
会
役
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
卒
業
生
、
そ
し
て
保
護
者
の
皆
様
よ
り
、
定

時
制
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
だ
い
た
お
蔭
で
、
来

年
度
も
新
入
生
の
募
集
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

定
時
制
に
は
現
在
、
一
年
生
八
名
、
二
年
生
六
名
、

三
年
生
一
名
、四
年
生
三
名
の
計
十
八
名
が
在
籍
し
、

元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
大
き
な
行
事
と
し
て
、
創
立
百
二
十
周

年
記
念
の
行
事
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
六
月
に
行
わ
れ

た
野
球
と
ラ
グ
ビ
ー
の
招
待
試
合
、
十
月
に
行
わ
れ

た
記
念
式
典
な
ど
定
時
制
の
生
徒
も
積
極
的
に
参
加

で
き
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
く
十
月
に

行
わ
れ
た
盛
工
祭
で
は
、
授
業
で
制
作
し
た
作
品
展

示
を
中
心
に
行
い
、
定
時
制
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
も
美
術
の
授
業
に
爪
楊
枝
で

制
作
し
た
「
百
二
十
周
年
記
念
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

は
、
来
場
者
の
目
を
ひ
く
作
品
と
な
り
ま
し
た
。
百

年
館
で
は
、
定
時
制
の
創
設
時
か
ら
の
歴
史
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
、
定
時
制
の
歩
み
に
つ
い
て

も
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

部
活
動
は
、
陸
上
競
技
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

高
総
体
に
出
場
し
、
陸
上
競
技
部
は
出
場
者
全
員
が

機
械
科
長

菊 
池　

敬 

司

活
躍
。
二
年
連
続
十
七
回
目
の
男
子
総
合
優
勝
を
果

た
し
、
全
員
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま

し
た
。
全
国
大
会
は
、
東
京
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公

園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
残
念
な
が
ら
予
選
を
通

過
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
全
力
を
出
し
切
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
各
種
大
会
へ
の
出
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
窓

会
・
体
育
後
援
会
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

資
格
取
得
で
は
、
第
二
種
電
気
工
事
士
に
一
名
合

格
し
て
お
り
ま
す
。

　

第
六
十
八
回
岩
手
県
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生

徒
生
活
体
験
発
表
大
会
が
九
月
に
杜
陵
高
等
学
校
で

行
わ
れ
、
四
年
生
の
高
橋
将
が
「
今
と
将
来
」
と
題

し
、
病
気
の
後
遺
症
に
よ
り
頭
痛
や
睡
眠
障
害
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
中
、
生
徒
会
長
や
資
格
取
得
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
変
容
・
成
長
で
き
た
こ
と
を
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

十
月
に
は
、
校
外
学
習
と
し
て
、
こ
ど
も
科
学
館

と
㈱
ミ
ク
ニ
滝
沢
工
場
を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
滝

沢
工
場
で
は
、
ガ
ス
の
安
全
装
置
や
自
動
車
の
部
品

製
造
を
間
近
で
見
学
し
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

定
時
制
の
進
路
状
況
で
す
が
、
昨
年
度
は
卒
業
生

全
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
全
員
が
進

路
決
定
で
き
る
よ
う
、
全
職
員
で
生
徒
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
定
時
制
へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
時
制
副
校
長

深 

田　

耕 

治 り
よ
だ

定
時
制

陸上競技部、二年連続優勝

校外学習
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平成29年度　各科進路先一覧

＜機　械　科＞
【 管内就職】岩手トヨタ自動車㈱、岩
手トヨペット㈱、㈱小山田工業所 ス
チール事業部、ＪＲ盛岡鉄道サービ
ス㈱、ＵＤトラックス岩手㈱
【 県内就職】㈱多加良製作所岩手工場
【 県外就職】京王電鉄㈱２名、シミズ
オクト㈱、住友建機機械工業㈱ 田無
製造所、西濃運輸㈱ 東京支店、東京
ガス㈱、東京水道サービス㈱、東京
地下鉄㈱、東京電力パワーグリッド
㈱、東北電力㈱、東北発電工業㈱、
パナソニック産機システムズ㈱、東
日本高速道路㈱、三井精機工業㈱
【 公 務 員】自衛隊（一般曹候補生）、
自衛隊（自衛官候補生）
【 大　　学】岩手大学、関東学院大学、
大東文化大学、千葉工業大学、日本
文理大学
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校水沢校、岩手県立産業技術短期
大学校矢巾校、岩手県立農業大学校
【 高 技 専】岩手県立黒沢尻工業高等
学校 専攻科、岩手県立二戸高等技術
専門校２名
【 専門学校】日本自動車大学校２名、
日本工学院八王子校、盛岡公務員法
律専門学校、盛岡情報ビジネス専門
学校

＜電子機械科＞
【 管内就職】ＡＬＳＯＫ岩手㈱、いわ
て生活協同組合、岩手土地改良事業
団体連合会（水土里ネットいわて）、
岩手トヨペット㈱、㈱カガヤ２名、
㈱トライス、㈱ミクニ盛岡事業所、
盛岡ガス㈱、盛岡ガス工業㈱、森永
乳業㈱ 盛岡工場、㈱やまびこ盛岡事
業所３名、㈱ＬＩＸＩＬトータルサー
ビス東北支店　岩手営業所
【 県内就職】リコーインダストリアル
ソリューションズ㈱花巻事業所
【 県外就職】アルウィン㈱、石田エン
ジニアリング㈱、㈱サンデー、桐井
電設工業㈱、㈱栗原電設、敷島製パ
ン㈱パスコイーストカンパニー、新
日本無線㈱、㈱西武ＳＣＣＡＴ、東
芝エレベータ㈱ 東北支社、東北電力
㈱、㈱日立ビルシステム 東京総支社、
富士ソフト㈱
【 大　　学】千葉工業大学、東京電機
大学、東北学院大学
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期大
学校矢巾校２名
【 高 技 専】岩手県立黒沢尻工業高等
学校専攻科
【 専門学校】岩手医科大学医療専門学
校、北上コンピュータ・アカデミー、
東北電子専門学校２名、盛岡公務員
法律専門学校、盛岡情報ビジネス専
門学校

＜電　気　科＞
【 管内就職】㈲浅沼電気商会、ＩＧＲ

岩手銀河鉄道㈱、岩手ノーミ㈱、北
日本通信㈱２名、㈱興和電設２名、
㈱トライス、㈱二富電機、ベルジョ
イス㈱、㈱ミクニ盛岡事業所
【 県外就職】アイダエンジニアリン
グ㈱、㈱ＮＴＴ東日本-南関東、㈱
関電工２名、㈱きんでん、サンライ
ズ・エンジニアリング㈱、新日鐵住
金㈱ 君津製鐵所、新菱冷熱工業㈱、
仙台電気工事㈱２名、東京ビジネス
サービス㈱、東芝エレベータ㈱ 東
京支社、東北計器工業㈱、東北電力
㈱、一般社団法人 東北電気保安協
会、東日本電気エンジニアリング㈱、
日本無線㈱、㈱日立ビルシステム 
東京総支社、ユアテック㈱、㈱ユア
テックサービス
【 公 務 員】岩手県職員、自衛隊（一
般曹候補生）
【 大　　学】新潟大学、盛岡大学
【 専門学校】専門学校花壇自動車大
学校、国際医療福祉専門学校 一関校

＜電子情報科＞
【 管内就職】㈱IBCソフトアルファ、
アートテックス㈱ 盛岡工場、エクナ
㈱、ＪＲ盛岡鉄道サービス㈱、テレ
コムJRC㈱、森永乳業㈱ 盛岡工場
【 県外就職】インターテック㈱川崎営
業所、㈱ＮＴＴ‐ＭＥ、㈱ＮＴＴ東
日本‐東北、㈱ＮＴＴ東日本-南関東、
小岩井乳業㈱、シャープサポートア
ンドサービス㈱、寺岡オート・ドア
システム㈱、東北電力㈱２名、トヨ
タ自動車東日本㈱、日本無線㈱、雪
印メグミルク㈱
【 大　　学】岩手県立大学２名、千葉
工業大学、東北学院大学、富士大学
【 大 学 校】岩手県立産業技術短期
大学校矢巾校、東北職業能力開発大
学校
【 専門学校】北上コンピュータ・アカ
デミー、東北外語観光専門学校、日
本工学院八王子校、盛岡情報ビジネ
ス専門学校10名

＜土　木　科＞
【 管内就職】協積産業㈱、山王海土
地改良区、㈱タカヤ２名、樋下建設
㈱２名、中亀建設㈱、㈱東日本工業、
菱和建設㈱
【 県外就職】旭化成住宅建設㈱、鹿
島道路㈱、㈱加藤建設、恒栄電設㈱、
㈱佐藤渡辺、世紀東急工業㈱、㈱西
和工務店、成和リニューアルワーク
ス㈱、仙建工業㈱、大成ロテック㈱、
㈱竹中道路、東急軌道工業㈱、東鉄
工業㈱、東北電力㈱、㈱ＤＤＴプロ
レスリング、日特建設㈱、フジタ道
路㈱、丸磯建設㈱、ユニオン建設㈱
【 公 務 員】岩手県職員、紫波町職
員２名、盛岡市職員
【 大　　学】金沢学院大学、関東学院
大学、東北学院大学、日本大学２名、
平成国際大学、早稲田大学

＜工業化学科＞
【 管内就職】岩手農協チキンフーズ
㈱八幡平工場、新岩手農業協同組合、
㈱寿広、積水メディカル㈱ 岩手工場、
㈱東亜電化２名、ホテル森の風鶯宿
【 県内就職】イーエヌ大塚製薬㈱花巻
工場２名、東北資材工業㈱、東北ユー
ロイド工業㈱
【 県外就職】出光興産㈱、㈱ＮＵＣ川
崎工業所、関東化学㈱ 草加工場、積
水武蔵化工㈱、㈱タキガワ・コーポ
レーション・ジャパン２名、東亜石油
㈱、日立バッテリー販売サービス㈱、
龍田化学㈱ 古河工場、㈱Ｔ＆Ｋ ＴＯ
ＫＡ、東京急行電鉄㈱ 鉄道事業本部、
東邦化学工業㈱ 千葉工場、㈱トッパ
ンコミュニケーションプロダクツ、Ｄ
ＯＷＡテクノエンジン㈱、日本合成ア
ルコール㈱、日本重化学工業㈱、㈱
パスク、日立化成㈱ 五井事業所、富
士石油㈱ 袖ケ浦製油所、丸善石油化
学㈱ 千葉工場、三井化学㈱ 市原工
場、㈱ワコーコーポレーション
【 大　　学】富士大学、法政大学
【 高 技 専】岩手県立二戸高等技術専
門校
【 専門学校】岩手看護高等専修学校、
上野法律ビジネス専門学校、総合学
園ヒューマンアカデミー富士河口湖
校、総合学園ヒューマンアカデミー
仙台校、盛岡公務員法律専門学校

＜建築・デザイン科＞
【 管内就職】㈱アート不動産、昭栄建
設㈱、㈱仙北造園、高光建設㈱２名、
菱和建設㈱
【県内就職】社寺工舎
【 県外就職】アイコー㈱、㈱アイダ設
計、㈱青木工務店、㈱安藤・間、㈱
草津白根観光ホテル櫻井、大豊建設
㈱、㈱大黒屋、土屋ホーム㈱、㈱東
京朝日ビルド、中村建設㈱、羽田空
港サービス㈱、㈱向笠工務店、㈱吉
村装工、㈱ラックランド
【 大　　学】神奈川大学、東北芸術
工科大学、東北工業大学、日本大学、
八戸工業大学、明治大学
【 大 学 校】秋田職業能力開発大学校、
岩手県立産業技術短期大学校水沢校
２名、岩手県立産業技術短期大学校
矢巾校
【 高 技 専】岩手県立二戸高等技術専
門校
【 専門学校】岩手リハビリテーション
学院、大原スポーツ公務員専門学校、
北上コンピュータ・アカデミー、仙
台工科専門学校

＜定　時　制＞
【 管内就職】㈱グリーンロード岩手、
㈱ホクリョウ物流
【 県外就職】㈱森興業

（企業名及び校種別の学校名は五十音順）
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科
・
支
部
報
告

　

平
成
30
年
９
月
１
日
（
土
）
に
機
友
会
の
総
会
が
、

ホ
テ
ル
ル
イ
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平

成
の
卒
業
生
が
10
名
も
参
加
す
る
な
ど
、
若
さ
溢
れ

る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
、
講
師
に
元
盛
工
学
校
長
の
川
原
利
夫

氏
を
お
迎
え
し
「
盛
岡
工
業
高
校
に
勤
務
し
て
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
校
長
と
し
て
の
重

い
責
任
や
決
断
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
な
お
、
川
原
先
生
は
本
校
の
卒
業
生

（
機
械
科
卒
）
と
し
て
初
の
母
校
の
校
長
を
歴
任
さ

れ
た
方
で
す
。

　

懇
親
会
で
は
、
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
、
校

長
、
同
窓
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
体
育
後

援
会
長
の
乾
杯
で
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。余
興
で
は
、

吉
田
光
夫
氏
と
星
川
鈴
さ
ん
の
華
麗
な
る
日
本
舞
踊

が
披
露
さ
れ
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
に
も
、
星
川
さ
ん
は
機
械
科
で
は
数
少
な
い
女
性

の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
ひ
ね
り
が
多
数

飛
び
交
う
な
ど
大
変
な
人
気
ぶ
り
で
し
た
。
そ
の

後
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、
景
品
を
も
ら
い
大
喜
び
す
る
方
、
リ
ー
チ
が
か

か
っ
て
も
当
た
ら
な
い
方
。
歓
喜
と
落
胆
の
な
か
、

会
場
の
ボ
ル
テ
ー
ジ
は
更
に
上
が
り
、
最
後
に
機
械

科
賛
歌
そ
し
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
全
員
の
心
が
一
つ

に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
会
の
運
営
が
厳
し
い
こ
と
か
ら
皆
様
に

募
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
総
額
で

３
万
円
の
募
金
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
、
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
願
い
、
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

 

会
長　

竹
田
浩
久
（
四
八
年
卒
）

第
四
十
三
回
機
友
会
総
会
報
告

 
事
務
局　

小
笠
原
富
雄
（
49
年
卒
）

機　

友　

会

　

平
成
29
年
度
の
総
会
は
、
平
成
29
年
11
月
18
日

（
土
）、「
土
木
の
日
」
に
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
、
土
木
科
の
先
生
方
を
始
め
、
多
数
の

ご
来
賓
と
会
員
を
合
わ
せ
て
66
名
の
皆
様
に
出
席
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
通
り
記
念
講
演
、
総
会
、

懇
親
会
の
順
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
擬
宝
珠
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

小
山
田
正
敏
（
42
年
卒
）

擬
宝
珠
会

第
四
十
二
回
桜
化
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

下
田
利
秋
（
42
年
卒
）

桜　

化　

会

　

先
ず
は
、
母
校
創
立
１
２
０
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
式
典
及
び
祝
賀
会
の
運
営
に

携
わ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
30
年
度
第
42
回
桜
化
会
総
会
及
び
懇

親
会
は
、
８
月
18
日
（
土
）
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
決
算
報
告
と
役
員
改

選
案
を
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
母
校
応

援
団
の
力
を
借
り
て
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
大
活
躍
を
願

い
、
ス
ケ
ー
ト
部
の
激
励
会
を
行
い
ま
し
た
。
冬
季

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
る

熊
谷　

萌
さ
ん
を
始
め
、
パ
シ
ュ
ー
ト
に
も
エ
ン
ト

リ
ー
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
団
体
優
勝
も
狙
え
る
と

力
強
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
部
の
皆
さ
ん

の
益
々
の
活
躍
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
に
は
、
母
校
か
ら
阿
部
徹
校
長
先
生
と
工

業
化
学
科
科
長
の
横
向
利
昌
先
生
、
そ
し
て
、
同
窓

第
三
十
七
回
桐
友
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

鷺　

孝
雄
（
41
年
卒
）

桐　

友　

会

　

３
月
２
日
に
例
年
通
り
二
日
会
は
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
も
大
通
組
合
の
会
館
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ
）
の
３
階
大
ホ
ー
ル
を
会
場

に
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
卒
業
式
の
大
役
を
終
え
ほ
っ
と
な
さ
っ
た

母
校
の
阿
部
校
長
先
生
、
吉
田
同
窓
会
長
、
白
根
体

育
後
援
会
長
、
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
科
の
角
先
生
、
外

里
先
生
ま
た
各
科
の
同
窓
会
の
会
長
さ
ん
た
ち
多
数

の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
校
長
先
生
か
ら
は
母

校
の
活
躍
の
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
嬉

し
い
報
告
も
あ
り
同
窓
生
と
し
て
母
校
の
生
徒
さ
ん

方
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
例
年
通
り
同
窓

生
の
お
顔
を
見
る
こ
と
の
出
来
る
良
い
会
で
、
今
年

は
新
し
い
会
員
の
出
席
を
頂
き
嬉
し
い
会
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
の
参
加
者
は
例
年
よ
り
少
し
だ
け
多
い

参
加
者
で
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
建
築
の
同
窓
で
あ
る
岩
清
水
会
員
の

手
品
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
例

年
通
り
会
の
中
で
は
懐
か
し

い
応
援
歌
や
科
歌
の
合
唱
も

あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
予
定
も
下
記
の

通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
各

ク
ラ
ス
の
幹
事
の
方
か
ら
連

絡
が
行
か
な
い
と
い
う
声
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
直
接
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ど

う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
次
回
開
催
】

日
時　

平
成
31
年
３
月
２
日（
土
）午
後
５
時
30
分
か
ら

会
場　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ

事
務
局
連
絡
先

（
0
1
9
‐
6
4
7
‐
1
6
5
1　

和
見
設
計
舎
内
）

 

会
長　

鷹
羽
金
司
（
四
七
年
卒
）

第
五
十
一
回
二
日
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

中
村
孝
幸
（
51
年
卒
）

二　

日　

会

　

平
成
最
後
の
桐
友
会
総
会
は
８
月
11
日
、
い
つ
も

の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
に
、
来

賓
と
し
て
母
校
か
ら
西
崇
副
校
長
、
恩
師
大
沢
実
先

生
、
同
窓
会
か
ら
は
吉
田
昭
夫
会
長
、
白
根
敬
介
体

育
後
援
会
長
、
桜
化
会
、
機
友
会
、
二
日
会
、
擬
宝

珠
会
、
Ｅ
友
会
の
代
表
の
方
々
を
お
迎
え
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
止
め
、
そ
の
分

懇
親
の
時
間
を
増
や
す
よ
う
企
画
さ
れ
た
中
に
あ
っ

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
10
回
生
上
原
先
輩
の
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
演
奏
に
よ
る
鎮
魂
の
物
故
者
黙
祷
は
、
年
々

多
く
な
り
つ
つ
あ
る
亡
き
会
員
を
偲
ぶ
に
は
短
す
ぎ

る
感
が
し
た
。
１
０
０
０
名
弱
で
ス
タ
ー
ト
し
た
会

員
も
、
今
や
３
３
０
名
余
り
と
激
減
し
て
い
る
。
高

齢
化
の
波
は
こ
こ
に
も
押
し
寄
せ
出
席
し
た
く
と
も

出
来
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
確
か
に
平
成

は
終
わ
り
新
し
い
時
代
が
到
来

す
る
が
、
桐
友
会
の
会
員
の
胸

の
内
に
は
、
平
成
よ
り
む
し
ろ

昭
和
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
が
色
濃

く
残
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
後
輩
の
い
な
い
寂
し
さ
は

否
め
な
い
が
、
１
２
０
年
の
歴

史
の
中
で
普
通
科
が
存
在
し
た

事
実
は
永
遠
に
消
す
事
は
出
来

な
い
。
普
通
科
が
あ
っ
た
の
は

17
年
間
、
桐
友
会
が
誕
生
し
て

　

記
念
講
演
は
、「
土
木
科
近
況
報
告
」
の
テ
ー
マ
で
、

土
木
科
２
年
生
の
佐
藤
真
咲
さ
ん
と
古
舘
小
梅
さ
ん

に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
木
科
や
学
校
の

様
子
、
生
徒
た
ち
が
元
気
に
活
躍
し
て
い
る
こ
と
が
、

動
画
も
用
い
て
報
告
さ
れ
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
発

表
で
し
た
。

　

総
会
は
、
物
故
者
に
黙
祷
の
後
、
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、議
事
で
は
、平
成
28
年
度
事
業
が
報
告
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
阿
部
徹
校
長
と
、
菊
池
平
土
木
科
長

か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
祝
宴
と
な
り
ま
し
た
。

　

年
代
を
越
え
て
交
流
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
名
残
惜
し
い
中
、

創
立
１
２
０
年
目
の
母
校
と
、
創
設
94
年
目
の
土
木

科
の
益
々
の
発
展
と
更
な
る
飛
躍
、
出
席
者
の
健
勝

と
活
躍
を
祈
り
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

我
が
土
木
科
が
、
新
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
力

強
く
歩
ん
で
い
く
こ
と
と
、
次
回
の
擬
宝
珠
会
総
会

（
平
成
30
年
11
月
18
日
）
に
、
多
数
出
席
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
祈
念
し
報
告
と
い
た

し
ま
す
。

会
長　

吉
田
昭
夫（
二
七
年
卒
）

会
か
ら
、
吉
田
昭
夫
同
窓
会
会
長
、
上
原
充
郎
体
育

後
援
会
副
会
長
、
竹
田
浩
久
機
友
会
会
長
、
中
村
孝

幸
二
日
会
事
務
局
長
、
川
村
博
昭
桐
友
会
会
長
、
竹

田
正
男
擬
宝
珠
会
副
会
長
、
安
部
司
Ｅ
友
会
会
長
の

ご
臨
席
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

不
手
際
に
は
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
最
後
の
総
会
で
あ
り
な
が
ら
、
会

員
の
参
加
者
は
過
去
最
低
で
し
た
が
、
応
援
団
と
ス

ケ
ー
ト
部
の
皆
さ
ん
の
御
蔭
で
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭
和
12
年
４
月
に
応
用
化
学
科
新
設
し
創
設
81
周

年
、
昭
和
18
年
４
月
に
工
業
化
学
科
に
改
称
し
て
か

ら
75
周
年
で
す
。
多
く
の
卒
業
生
が
全
国
で
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。
一
度
、
桜
化
会
総
会
に
て
近
況
を
是

非
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

来
年
８
月
24
日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら

会
場　

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て

 

会　

長　

金
谷
栄
治
（
二
八
年
卒
）
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市
役
所
支
部
は
、
会
員
54
名
の
近
況
報
告
と
支
部

活
動
の
確
認
と
し
て
、
毎
年
定
期
総
会
を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
２
月
16
日
、
三
寿
司
菜
園
総
本
店

 

事
務
局　

小
笠
原
雅
彦
（
土
木
59
年
卒
）

 
中
村
功
知
（
工
業
化
学
Ｈ
16
年
卒
）

 

副
支
部
長　

阿
部　

明
（
機
械
38
年
卒
）

 

事
務
局　

鈴
木
正
敏
（
普
通
36
年
卒
）

　

９
月
23
日
（
日
）、
台
風
接
近
の
合
間
、
母
校
か

ら
阿
部
校
長
、
吉
田
同
窓
会
長
、
白
根
体
育
後
援
会

長
、
遠
藤
ラ
ガ
ー
Ｏ
Ｂ
事
務
局
員
を
お
迎
え
し
て
、

笹
田
副
支
部
長
の
司
会
で
総
会
、
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

黙
祷
の
後
、
山
崎
支
部
長
か
ら
台
風
の
中
参
加
さ

れ
た
来
賓
者
へ
の
御
礼
の
言
葉
、
会
員
の
皆
様
に
は

感
謝
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
は
県
人

会
、
東
京
盛
岡
ふ
る
さ
と
会
、
日
赤
献
血
な
ど
に
参

加
活
動
し
た
こ
と
な
ど
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
支
部

の
会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
支
部
会
則
の
一
部
改
正

案
、
新
役
員
の
任
命
な
ど
の
報
告
が
す
べ
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
出
席
者
へ
の
誘
い
の
呼
び
か
け
を

役
員
の
方
々
に
連
絡
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者
、
身
体
の
衰
え
な
ど
の
欠

席
者
回
答
が
年
々
増
し
て
、
若
い
卒
業
生
へ
の
呼
び

か
け
が
絶
対
に
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
今
回
初
め
て
３
人
の
女
性
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
特
に
ホ
ラ
ス
由
美
子
さ
ん
の
御
主
人
が

Ｊ
Ｒ
の
中
古
車
両
を
母
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
輸
出
す

る
仕
事
を
し
て
お
り
、
日
本
へ
の
感
謝
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
御
来
賓
の
方
々
か
ら
は
母
校
の
文
武
に
よ

る
活
躍
報
告
、
創
立
１
２
０
周
年
へ
の
参
加
依
頼
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
支
部
も
会
員
減
少
が
共
通

事
項
で
あ
る
こ
と
、
個
人
情
報
の
件
も
あ
る
が
何
ら

か
の
形
で
協
力
を
考
え
て
い
る
と
の
お
言
葉
を
得

て
、絶
対
に
消
滅
だ
け
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

袴
田
あ
じ
さ
い
会
は
神

太
郎
氏
公
演
観
劇
会
を
３

回
、
隅
田
川
の
花
火
大
会

は
台
風
の
た
め
中
止
に
な

り
、
翌
日
少
数
の
み
で
寝

そ
べ
っ
て
見
ま
し
た
。
袴

田
あ
じ
さ
い
会
は
家
族
参

加
の
絆
で
す
。
参
加
希
望

者
は
ぜ
ひ
事
務
局
へ
連
絡

下
さ
い
。
詳
し
い
案
内
状

を
送
り
ま
す
。

 

支
部
長　

山
崎
重
人

 

（
普
通
四
一
年
卒
）

Ｅ　

友　

会

第
十
六
回
Ｅ
友
会
総
会
報
告

 

事
務
局　

川
村　

敬
（
43
年
卒
）

 

事
務
局　

鎌
田
充
彦
（
建
築
Ｈ
11
年
卒
）

　

花
巻
支
部
の
総
会
は
、平
成
29
年
11
月
17
日
（
金
）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
決
算
並
び
に
本
年
度
事
業
計
画
等
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、ま
た
役
員
改
選
案
に
お
き
ま
し
て
、

新
し
く
事
務
局
に
鎌
田
充
彦
（
建
築
科
平
成
十
一
年

卒
）
を
加
え
、
事
務
局
の
強
化
を
図
り
、
花
巻
支
部

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

懇
親
会
へ
と
進
み
、
思
い
思
い
の
話
に
花
を
咲
か

せ
、
近
況
報
告
に
お
き
ま
し
て
は
、
一
級
建
築
士
合

格
や
転
職
し
新
し
い
職
場
と
な
っ
た
報
告
に
、
お
祝

い
の
言
葉
や
拍
手
が
送
ら
れ
、
締
め
く
く
り
の
校
歌

斉
唱
ま
で
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

当
支
部
は
、
と
り
わ
け
目
立
っ
た
活
動
を
し
て
い
る

わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
あ
る
意
味
中
身
の
濃

い
も
の
と
言
え
る
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
私
自
身
も

盛
工
生
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
を
持
ち
、
同
窓
会
員
相

互
の
絆
を
深
め
つ
つ
広
げ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

百
年
を
超
え
る
盛
工
の
歴
史
を
、
同
窓
生
の
皆
様

と
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え
ず
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

支
部
長　

鎌
田
慎
一
（
建
築
四
三
年
卒
）

　

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
紅
稜
会
（
役
員
会
）
忘

年
会
は
、
仙
台
市
内
に
あ
る
伊
達
料
理
「
味
吉
祥
」

で
行
い
平
成
30
年
度
の
行
事
関
係
に
つ
い
て
フ
ラ
ン

ク
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
も
参
加

者
減
少
と
い
う
状
況
下
に
あ
り
役
員
の
熱
意
も
徐
々

に
喪
失
し
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
し
た
。
そ
れ
で

も
何
と
か
前
向
き
の
姿
勢
で
…
と
い
う
こ
と
で
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
は
今
後
計
画
し
な
い
事
に
な
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ル
フ
は
10
月
25
日
に
行
な
う
事
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
仙
台
支
部
総
会
の
「
宮

城
の
集
い
」
は
、
簡
素
化
に
よ
る
経
費
節
減
や
会
員

が
気
楽
に
参
加
し
、
先
輩
・
後
輩
も
な
い
和
気
藹
々

と
懇
親
で
き
る
雰
囲
気
で
開
催
し
た
い
と
い
う
観
点

　

平
成
30
年
７
月
27
日
（
金
）、
今
年
で
15
回
目
と

な
る
当
支
部
の
同
窓
会
総
会
が
鴬
宿
温
泉「
寿
広
園
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

母
校
よ
り
西
崇
副
校
長
、
同
窓
会
よ
り
吉
田
昭
夫
同

窓
会
長
・
白
根
敬
介
体
育
後
援
会
長
の
御
臨
席
を
賜

り
、
御
挨
拶
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
全

員
で
の
校
歌
斉
唱
か
ら
始
ま
り
、
前
年
度(

Ｈ
29)

会

計
決
算
の
報
告
承
認
、
今
年
度
（
Ｈ
30
）
予
算
案
の

提
案
承
認
な
ど
が
、
無
事
滞
り
な
く
終
了
致
し
ま
し

た
。
続
く
懇
親
会
で
は
、
西
副
校
長
を
は
じ
め
と
す

る
御
来
賓
の
方
々
よ
り
、
母
校
在
校
生
の
近
況
や
、

様
々
な
活
躍
を
ご
紹
介
し
て
頂
き
、
自
身
の
母
校
で

の
学
生
生
活
に
重
ね
て
懐
か
し
く
、
感
慨
深
い
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
常
業
務
で
は
交
流
機
会

の
多
く
な
い
、
世
代
の
違
う
卒
業
生
の
諸
先
輩
の

方
々
や
後
輩
達
と
も
杯
を
酌

み
交
わ
し
、
体
と
心
に
染
み

つ
い
た
応
援
歌
を
怒
鳴
り
合

う
な
ど
、
大
い
に
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

盛
工
の
卒
業
生
で
良
か
っ
た

と
思
え
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
当
支
部
で
は
現
在
社
内

会
員
34
名
、
社
外
会
員
４
名

を
数
え
る
に
至
っ
て
居
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
会
員
を
増

や
し
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た

　

平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
で

第
16
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
か
ら
今

年
度
の
活
動
報
告
、
Ｅ
友
会
の
役
員
の
承
認
、
会
計

か
ら
決
算
・
監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会

に
は
多
数
の
ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
安
部
会
長
の
挨
拶
で
は
、
内
丸
の
美
工
分
舎
か

ら
電
気
科
が
始
ま
っ
た
当
時
の
事
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
阿
部
徹
校
長
か
ら
今
年
度
前
期
の
盛
工

生
の
活
躍
と
昨
年
度
の
進
路
状
況
、
在
校
生
に
実
施

し
た
意
識
調
査
か
ら
基
礎
力
確
認
調
査
に
つ
い
て
資

料
を
基
に
具
体
的
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
安
部
会
長
の
提
案
で
、
同
窓
生
か
ら
一

言
を
設
け
、
皆
さ
ん
に
近
況
・
学
校
の
事
・
同
窓
会

の
事
な
ど
思
い
の
丈
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
参
加
者
全
員
の
気
持

ち
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
校
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し
ま

す
。
ま
た
恒
例
の
還
暦
祝
い
を
行
い
、
記
念
品
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　

さ
て
Ｅ
友
会
は
毎
年
９
月

の
第
２
土
曜
日
サ
ン
セ
ー
ル

盛
岡
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
60
周
年
を
迎
え
、
い

ろ
い
ろ
企
画
を
考
え
、
役
員

一
同
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
多
数
ご
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

会
長　

安
部　

司

 

（
三
七
年
卒
）

花
巻
支
部

寿
広
支
部

仙
台
支
部

東
京
支
部

盛
岡
市
役
所
支
部

か
ら
、
い
つ
も
の
会
場
の
ホ
テ
ル
を
使
用
せ
ず
、
名

称
も
「
紅
稜
会
」
と
し
て
今
回
の
役
員
会
と
同
じ
仙

台
市
内
の
伊
達
料
理
「
味
吉
祥
」
で
10
月
20
日
の
土

曜
日
に
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
、
お
忘
れ
の
盛
岡
弁
を

思
い
出
し
な
が
ら
「
語
る
す
か
ー
!!
」
と
い
う
事
で

昼
食
形
式
に
て
開
催
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。
何

と
か
成
功
す
る
事
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
そ
の
結
果

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
現
在
の
仙
台
支
部
で
す
。

 

支
部
長　

藤
澤
達
朗
（
電
力
三
八
年
卒
）

に
て
開
催
し
、
会
務
報
告
と
収
支
決
算
報
告
並
び
に

次
年
度
予
算
な
ど
恒
例
の
議
案
承
認
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
母
校
か
ら
阿
部
徹
校
長
と

吉
田
昭
夫
同
窓
会
長
、
上
原
充
郎
体
育
後
援
副
会
長

の
御
出
席
を
賜
り
、
母
校
の
近
況
や
盛
工
生
の
活
躍

を
御
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
多
大
な
る

御
厚
志
を
頂
戴
し
、
歓
談
が
大
い
に
盛
上
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
御

来
賓
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

特
に
も
部
活
動
の
近
況
報
告
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
ス

ケ
ー
ト
部
の
世
界
レ
ベ
ル
で
の
活
躍
が
継
続
し
て
い

る
こ
と
、ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、ア
ー
チ
ェ
リ
ー

や
自
動
車
部
も
そ
れ
に
続
い
て
い
る
な
ど
、
盛
工
生

の
輝
い
て
い
る
姿
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
支
部
会
員
一
同
、
盛
工
生
全
員
が
活
躍
で
き
ま

す
よ
う
、
可
能
な
限
り
の
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
を

確
認
し
、
当
支
部
の
活
動
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
と
し
て
、
今
後
益
々
の
盛
工
健
児
の
活
躍
を

御
祈
念
申
し
上
げ
、
支
部
活
動
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

 

支
部
長　

佐
々
木
光
彦
（
建
築
五
三
年
卒
）

母
校
発
展
の
た
め
微
力
な
が
ら
も
応
援
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後

益
々
の
母
校
の
活
躍
を
期
待
し
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
本
年
度
の
活
動
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

会
長　

菅
原
廣
耕
（
工
化
四
六
年
卒
）

　

…
身
体
と
心
の
癒
し
に
、
鴬
宿
温
泉
「
寿
広
園
」

を
ご
利
用
下
さ
い
…

38
年
、
来
年
は
今
年
よ
り
一
人
で
も
多
く
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
次
回
総
会
】

日
時　

来
年
８
月
11
日（
日
）
午
後
５
時
30
分
か
ら

会
場　

 
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛
岡

　
　
　

ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ

会
費　

７
千
円

 

会
長　

川
村
博
昭
（
三
七
年
卒
）



　第　68　号　 平成30年12月1日　(12)　

◆
ス
ケ
ー
ト
部

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

【
女
子
】５
０
０
ｍ　

第
８
位　

熊
谷　

萌（
EⅠ
２
）

第
25
回
全
日
本
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
距
離
別

選
手
権
大
会

【
女
子
】５
０
０
ｍ　

第
12
位　

熊
谷　

萌（
EⅠ
２
）

　
　

１
０
０
０
ｍ　

第
18
位　

熊
谷　

萌（
EⅠ
２
）

　

 

ジ
ュ
ニ
ア
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
権
獲
得

◆
ラ
グ
ビ
ー
部

第
98
回
全
国
高
等
学
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
岩
手
県
大
会

　

準
々
決
勝　

盛
工　

83―

０　

不
来
方

　

準
決
勝　
　

盛
工　

５―

104　
黒
沢
尻
工

◆
登
山
部

高
総
体
第
59
回
登
山
競
技

　

焼
石
岳
（
奥
州
市
）
第
２
位　

98
．３
点

　

菊
地
（
AD
３
）・
佐
々
木
（
E
３
）

　

渡
邊
（
AD
３
）・
吉
田
（
AD
２
）

第
４
回
東
北
高
等
学
校
登
山
大
会

　

秋
田
駒
ヶ
岳
（
秋
田
県
）
第
１
位　

98
．９
点

　

菊
地
（
AD
３
）・
佐
々
木
（
E
３
）

　

渡
邊
（
AD
３
）・
吉
田
（
AD
２
）

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
70
回
岩
手
県
総
合
体
育
大
会

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

個
人
戦

　

準
優
勝

　

筑
後
（
EⅠ
３
）・
吉
田
（
Ｍ
３
）

　

第
３
位　

　

佐
藤
（
E
２
）・
橋
本
（
EⅠ
３
）

　

 

2
0
1
8
東
海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
・
Ｈ
30
東
北

選
手
権
大
会
出
場

団
体
戦　

　

２
回
戦　

盛
工　

３―

０　

盛
岡
中
央
高

　

３
回
戦　

盛
工　

２―

０　

花
巻
農
業
高

準
々
決
勝　

盛
工　

２―

０　

千
厩
高

　

準
決
勝　

盛
工　

２―

１　

黒
沢
尻
工
高

　

決　

勝　

盛
工　

０―

２　

岩
手
高

2
0
1
7
南
東
北
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
戦

　

筑
後
（
EⅠ
２
）・
橋
本
（
EⅠ
２
）

　

１
回
戦　

盛
工　

４―

２　

市
立
西
宮
高

 

（
兵
庫
県
）

　

２
回
戦　

盛
工　

１―

４　

東
岡
山
工
業

 

（
岡
山
県
）

◆
テ
ニ
ス
部

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

 

テ
ニ
ス
競
技

団
体
戦

　

１
回
戦　

盛
工　

０―

３　

盛
岡
第
一

◆
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

平
成
30
年
度
第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

男
子
団
体　

第
１
位

　

 

菅
野
（
Ｍ
３
）・
吉
田
（
E
２
）

　

川
村
（
E
２
）・
谷
村
（
EⅠ
２
）

男
子
個
人

　

第
１
位　

菅
野　

大
地
（
Ｍ
３
）

　

第
３
位　

吉
田　

千
弘
（
E
２
）

平
成
30
年
度
第
36
回
東
北
高
等
学
校

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会

男
子
団
体　

予
選　

第
３
位
通
過
、

　

決
勝　

ベ
ス
ト
８

　

菅
野
（
Ｍ
３
）・
川
村
（
E
２
）

　

吉
田
（
E
２
）・
谷
村
（
EⅠ
２
）

男
子
個
人　

決
勝　

　

第
３
位　

菅
野　

大
地
（
Ｍ
３
）

第
45
回
東
北
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技

少
年
男
子　

岩
手
県　

第
３
位

　

川
村
（
E
２
）・
吉
田
（
E
２
）・
谷
村
（
EⅠ
２
）

◆
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部

岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

女
子
48
㎏
級　

第
１
位　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
３
）

　

ス
ナ
ッ
チ
：
大
会
タ
イ
記
録

　

 

Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
：
岩
手
県
新
記
録
・
岩
手
県

高
校
新
記
録
・
大
会
新
記
録

　

 

ト
ー
タ
ル
：
岩
手
県
新
記
録
・
岩
手
県
高
校

新
記
録
・
大
会
新
記
録

女
子
63
㎏
級　

第
３
位　

菊
池　

亜
美
（
AD
３
）

女
子
69
㎏
級　

第
２
位　

小
野
寺
夏
奈
（
AD
１
）

女
子
75
㎏
級　

第
１
位　

升
屋　
　

陽
（
Ｃ
２
）

女
子
+75
㎏
級　

第
１
位　

吉
田　

琴
乃
（
Ch
２
）

男
子
56
㎏
級　

第
２
位　

佐
々
木　

厳
（
AD
２
）

男
子
62
㎏
級　

第
２
位　

田
向　

生
弥
（
Ch
２
）

男
子
94
㎏
級　

第
２
位　

工
藤　

颯
太
（
Ｃ
１
）

　
　
　
　
　
　

第
３
位　

荒
屋
敷
泰
基
（
Ｅ
１
）

男
子
105
㎏
級　

第
２
位　

福
浦　

大
翔
（
Ｃ
１
）

【
東
北
高
校
選
手
権
大
会
出
場
者
】

女
子
48
㎏
級　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
３
）

女
子
63
㎏
級　

菊
池　

亜
美
（
AD
３
）

女
子
75
㎏
級　

升
屋　
　

陽
（
Ｃ
２
）

女
子
+75
㎏
級　

吉
田　

琴
乃
（
Ch
２
）

男
子
56
㎏
級　

佐
々
木　

厳
（
AD
２
）

男
子
62
㎏
級　

田
向　

生
弥
（
Ch
２
）

【
全
国
高
等
学
校
女
子
選
手
権
大
会
出
場
者
】

　

48
㎏
級　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
３
）

　

+75
㎏
級　

吉
田　

琴
乃
（
Ch
２
）

第
38
回
東
北
高
等
学
校
選
手
権
大
会

【
女
子
】
学
校
対
抗　

第
２
位

　
　

48
㎏
級　

第
１
位　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
３
）

　
　

Ｃ
＆
ジ
ャ
ー
ク
大
会
新
記
録

　
　

75
㎏
級　

第
２
位　

升
屋　
　

陽
（
Ｃ
２
）

　
　

+75
㎏
級　

第
１
位　

吉
田　

琴
乃
（
Ch
２
）

第
20
回
全
国
高
等
学
校
女
子
選
手
権
大
会

女
子
48
㎏
級　

第
３
位　

鈴
木　

莉
乃
（
EⅠ
３
）

　
　

ス
ナ
ッ
チ
県
新
記
録

◆
レ
ス
リ
ン
グ
部

第
64
回
東
北
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

学
校
対
抗
戦
リ
ー
グ
戦

　

１
回
戦　

盛
工　

３―

４　

種
市

　

２
回
戦　

盛
工　

５―

２　

宮
古
商
業

　

第
２
位　

個
人
対
抗
戦

　

第
１
位　

65
㎏
級　

佐
々
木　

涼
（
AD
３
）

　

第
１
位　

80
㎏
級　

藤
原　

康
洋
（
Ｃ
３
）

　

第
２
位　

60
㎏
級　

三
浦　

公
平
（
Ｃ
３
）

　

第
３
位　

51
㎏
級　

藤
原　

拓
磨
（
Ｃ
２
）

　

第
３
位　

65
㎏
級　

村
上　

史
拓
（
Ｍ
１
）

　

第
３
位　

71
㎏
級　

千
葉　

将
太
（
Ｃ
３
）

　

第
３
位　

80
㎏
級　

大
和
田　

龍
（
Ｃ
１
）

第
64
回
東
北
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会

学
校
対
抗
戦　

第
３
位

　

１
回
戦　

盛
工　

７―

０　

五
城
目

 

（
秋
田
県
）

　

２
回
戦　

盛
工　

７―

０　

田
島 

（
福
島
県
）

　

準
決
勝　

盛
工　

３―

４　

八
戸
学
院
光
星

 

（
青
森
県
）

個
人
対
抗
戦

　

第
１
位　

80
㎏
級　

藤
原　

康
洋
（
Ｃ
３
）

　

第
２
位　

65
㎏
級　

佐
々
木　

涼
（
AD
３
）

◆
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

２
回
戦　

盛
工　

25―

83　
一
戸

◆
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

第
70
回
度
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

１
回
戦　

盛
工　

144―

72　
葛
巻

　

２
回
戦　

盛
工　

101―

51　
盛
附

　

３
回
戦　

盛
工　

83―

65　
盛
商

　

４
回
戦　

盛
工　

64―

78　
一
関
一

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

　

１
回
戦

　
　

盛
工　

０―
２　

釜
石
商
工

◆
卓
球
部

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

卓
球
競
技

男
子
学
校
対
抗

　

１
回
戦　

盛
工　

３―

０　

大
船
渡
東　

　

２
回
戦　

盛
工　

３―

１　

千
厩

　

３
回
戦　

盛
工　

２―

３　

宮
古

　

個
人
戦

　

シ
ン
グ
ル
ス

　

１
回
戦　

田
中
（
ME
３
）　

２―

３　

葛
巻
高

　

１
回
戦　

熊
谷
（
EⅠ
３
）　

３―

１　

高
田
高

　

２
回
戦　

熊
谷
（
EⅠ
３
）　

１―

３　

釜
石
高

◆
野
球
部

第
65
回
春
季
東
北
地
区
高
校
野
球
盛
岡
地
区
予
選

　

１
回
戦　

盛
工　

11―

１　

江
南
義
塾

　

２
回
戦　

盛
工　

７―

１　

盛
岡
四

　

準
決
勝　

盛
工　

１―

２　

盛
岡
三

第
65
回
春
季
東
北
地
区
高
校
野
球
岩
手
県
大
会

　

１
回
戦　

盛
工　

９―

６　

久
慈
工

　

２
回
戦　

盛
工　

２―

15　
盛
岡
中
央

第
１
０
０
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権

岩
手
大
会

　

２
回
戦　

盛
工　

８―

１　

花
巻
農

　

３
回
戦　

盛
工　

10―

３　

遠
野
緑
峰

　

４
回
戦　

盛
工　

１―

９　

盛
岡
大
附

◆
陸
上
部

第
70
回
岩
手
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
総
合

男
子
学
校
対
抗
・
総
合
35
点　

第
５
位

　
　

フ
ィ
ー
ル
ド
の
部
30
点　

第
３
位

８
０
０
m　

第
３
位　

古
舘　

光
彦
（
Ｃ
３
）

砲
丸
投　
　

第
３
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
３
）

円
盤
投　
　

第
１
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
３
）

ハ
ン
マ
ー
投　

第
１
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
３
） 

　
　
　
　
　

第
３
位　

三
井　

理
央
（
AD
３
）

第
73
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
東
北
予
選
会
）

1
0
0
m　

正
木　

佑
磨
（
EⅠ
３
）

　
　

準
決
1
組
6
着

8
0
0
m　

古
舘　

光
彦
（
C
3
）

　
　

準
決
２
組
４
着
（
盛
工
新
記
録
）

円
盤
投　
　

第
３
位　

湯
澤　

秀
太
（
Ch
３
）

◆
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

平
成
30
度
岩
手
県
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
全
国
大
会
選
考
会

機
械
科　

紅　

第
７
位

電
子
機
械
科

盛
工
M
E
２
０
１
８

準
優
勝

（
全
国
大
会
出
場
11
年
連
続
）

◆
自
動
車
部

２
０
１
８　

ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
・
ム
ー
ブ

大
潟
村
ソ
ー
ラ
ー･

ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
ン　

 B
eluga 

２
号　

60 .94 km

　

第
７
位

 B
eluga 

１
号　

44 .44 km

　

第
15
位

２
０
１
８　

W
o
rld
 E
.V
.C
h
a
lle
n
g
e
 in

S
U
G
O

 B
eluga 

２
号　

優
勝

 B
eluga 

１
号　

第
４
位

　

 

こ
の
大
会
時
点
でW

E
M

G
P

（
エ
コ
ラ
ン
大
会

の
シ
リ
ー
ズ
戦
全
５
戦
）
に
お
い
てB

eluga 

２
号
が
全
国
１
位
、 B

eluga 

１
号
が
４
位
と

な
り
ま
し
た
。

◆
ギ
タ
ー
部

第
42
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

軽
音
楽
部
門
（
２
０
１
８
信
州
総
文
祭
）

岩
手
県
代
表　

バ
ン
ド
名

「1 st Penguin
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ペ
ン
ギ
ン
）」

　

Gt. 

Vo
／
岩
泉　

将
司
（
Ｍ
３
）

　

Gt
／
瀨
川　

音
夢
（
Ｍ
３
）

　

Ba
／
伊
東　

柊
翔
（
Ｍ
３
）

　

Dr
／
兼
平　
　

凜
（
ME
２
）

第
40
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
18
回
軽
音
楽
発
表
会

最
優
秀
賞

バ
ン
ド
名
「C

rocus

（
ク
ロ
ッ
カ
ス
）」

　

Ba. 

Vo
／
岩
泉　

将
司
（
Ｍ
３
）

　

Gt
／
山
口　

蓮
苑
（
AD
１
）

　

Dr.
／
千
葉　

樹
生
（
EⅠ
２
）

◆
吹
奏
楽
部

平
成
30
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

盛
岡
地
区
大
会

　

高
等
学
校
小
編
成
の
部　

金
賞

平
成
30
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

岩
手
県
大
会

　

高
等
学
校
小
編
成
の
部　

銅
賞

第
42
回
岩
手
県
マ
ー
チ
ン
グ
・
バ
ト
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

　

優
秀
賞

第
47
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
・
バ
ト
ン
ト
ワ
ー

リ
ン
グ
東
北
大
会

　

銅
賞

◆
囲
碁
将
棋
同
好
会

第
37
回
岩
手
県
高
等
学
校
文
化
連
盟

将
棋
新
人
大
会

　

個
人
戦　

Ｃ
級

　

第
１
位　

吉
田　

将
太
（
ME
２
）

◆
文
学
部

第
41
回
岩
手
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

文
芸
部
門
「
高
校
生
文
芸
集
40
」

（
平
成
30
年
度
岩
手
県
高
校
生
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
）

【
短
歌
】

優
秀
賞　

市
村　

真
都
（
Ｍ
２
）

　

入
選　

工
藤　

尚
也
（
EⅠ
３
）

　

入
選　

古
澤　

拳
信
（
AD
１
）

全
国
高
文
連
北
海
道
・

東
北
地
区
文
芸
大
会

福
島
大
会

短
歌
部
門
に
岩
手
県
代

表
と
し
て
参
加

 

市
村　

真
都
（
Ｍ
２
）

主
な
部
活
動
結
果

平
成
29
年
度
後
期
〜
30
年
度
前
期

（
AD
１
）

（
AD
２
）

（
AD
３
）

（
Ｃ
１
）

（
Ｃ
２
）

（
Ｃ
３
）

（
Ch
１
）

（
Ch
２
）

（
Ch
３
）

（
E
１
）

（
E
２
）

（
E
３
）

（
EⅠ
１
）

（
EⅠ
２
）

（
EⅠ
３
）

（
Ｍ
１
）

（
Ｍ
２
）

（
Ｍ
３
）

（
ME
１
）

（
ME
２
）

（
ME
３
）

（
Ｔ
１
）

（
Ｔ
２
）

（
Ｔ
３
）




